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SYNOPSⅠSI The laser raぬr me及suretnents revea昔ed some character言Sもics of the vertical structure of cirrus clouds

re呈at言on between temperature and these ,and their seasonal var言aton of cirrus cloud.　The stratified cirrus

clouds were frequent呈y observed at two d言fferent a圧itudes simultan言ous王y｡ One is just below the tropopause and

the other　言s further below about　3 ko ｡ This feature was的ore striking in springtime.　Sometimes cirrus clouds

appeared in the temperature range　<-70℃ ln spr言n啓time　℡　whereas they appeared only in the range　>-50℃ in

w盲nter｡　The para畑eter , Scaもter…ng Parameter I S (extinction/backseatteri咽coefficient) , Depolar言zation

Ratio : D are discussed relat言ng to the phase　℡　orienもation of crystal　タ　number density s and so on of the

cloud parHc重es｡

i.はじめに

Cirrusは､出現高度が高く､かつ､射出率が低いことに加え､空間的に非常に広い領域を覆うことから､その放射場に与

える影響の点で注目されているOそのため､光学的特性の蔀定や粒子のサンプリングなどが､ Platt　ら､多くの研究者に

よって為されてきたo Lかし､ C汗rusの生成機構や､出現樽健の季節的な適いなどに関する研究はあまり多くはないo

樽に､厚さの尊い層状髄のものについては､どのような条件のもとで発生するのかも含め､良く分かっていなvlo　これら

の点を明らかにする目的で､率研究では､レ-ず｡レ-ダを履いた観潮を行なってきた｡後方散乱係数の謝定に加え､

賓鰻の裾や敦子径に関係する最として､偏光解消度: D　と散乱パラメータ: S (消散係数/後方散乱係数)の2つ

パラメータの灘定も試みたO　今回は特に､鉛直構造､気象要素との対応､さらに､それらの季節による違いに注目して

解析した結果について発表するO

覇に　問闇蝣E呂I-^^-M"1凶日

レ-ず｡レ-ダによるエアロゾル屑の散乱パラメータの郵定にはステントヾス法が有効であるが､この場合エアロゾ

ル層の水平方向の一様健を仮定することが必要であり､時間的､空間的変化の激しい要に適用することはできない0

本研究では､薯の上下のエアロゾル層の時間変化は､掌の濃度の時間変化に比べ､十分小さいと仮定し､このZっのエア

ロゾル層を境界条件として　S　についてレ-ず｡レ-ダ方程式を解いたOその概念図を図]に示す｡ Tl , T2ほ害の

混合比が異なって観測された時刻を現わすo高度　Za曾　Zb　における後方散乱係数が時刻　Tl , T2　において､それぞ

れ等しくなるように　S　をもとめるわけであるO　光学的に尊い賓にも遼周できるようにするために､大気による減裳

を分離して考慮したFerna呈d (1984)の解法に沿い､ S　についての式を求めると

T(Z)=EXP

-1

2(β (Zb)+β2(Zb))

(Zb) X(Zb)

(Za) X(Za)

ド/;ら β弓
x(Z)=P(Z)×Z2

>- :二:r･､二･､こ　　　　‥:こ　　ハミミい･>:-'.-　　,一　蝣�"t　　7 r?し:1､.､

P(Z) :受信光汲皮　　　　　　β :後方散乱係数

､lt.



となるo Lかし､ここで､ T(s　の中にも　Sl　が含まれるので､　EXP(X)の項を展開し､　Sl　について解いた｡

38　観測結果

ここで履いたデータは､1986年4月､1987年4月　1987年6月､12月､1988年1月に名古巣において観潮されたものであるO

これらの全期間のデータについて､圏界面高度と､ Cirrusの要項高度の関係を図2　に示す　Cirrusの現われる高度

として､雷界面の直下と､そのさらに　3-4km　下層が特徴的である｡この　2　っのレベルには､図3　に示すように､同時に

雲が出現することが多く､樽に4　月ごろの移動性低気圧の近づく1-2　日前の時期に現われることが多いOまた､圏界面

と上層の薯の高度がIE km程度以上の場合がこの傾向が強くなっている｡これらの点から､ニ層構造のできやすい太気

の蔑葱があるのではないかと考えられるO

また､図4　は昌987年の春季(a)と､1987年から1988年にかけての冬季(ら)について､ Cirrusの出現した高度における

気塩､及び､その時の圏界面高度を､浜松におけるゾンデデータよりプロットしたものであるOこれらを比較すると､-5

0℃程度よりも低い温度について連いが鼠著である｡春季には､-70℃以下になることもあり､このような低温域に現われ

るのは､やはP)低気圧の近づく前が争いようである｡また､冬季に高度10 km付近に見られる　C言rrus　について､昏界面

との高度差が5 km以上ある場合もあり､-50℃前後を境に薯の生成機構に連いがあることも考えられる｡また､上空

のジェットの強さとも対応関係が見られることから､風による彩管も検討していきたいU　今後､ D , S　の通いと共に､

ミリ波帝の放射計による雲水量の評価も加え､これらの特徴について､詳細を明らかにしていく考えである｡
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